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2026 年 10 月６日

各  位

会 社 名 株式会社放電精密加工研究所

代 表 者 名 代表取締役社長 村田 力

（コード番号 6469）

問合せ先責任者

役職・氏名 執行役員情報開示担当

中山 敦

電 話 045-277-0330

2027 年２月期第２四半期（中間期）連結業績予想と実績との差異及び

通期業績予想の修正並びに期末配当予想の修正（増配）に関するお知らせ

当社は、2026 年７月７日に公表いたしました 2027 年２月期第２四半期（中間期）連結業績予想と本日公表の実績値

に差異が生じました。また、当社は 2027 年２月期通期（2026 年３月１日～2027 年２月 28 日）の連結業績予想及び期

末配当予想について、下記のとおり修正することとしましたのでお知らせいたします。

記

１．2027 年２月期第２四半期（中間期） 連結業績予想数値と実績値との差異（2026 年３月１日～2026 年８月 31 日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する中期純利益

１株当たり

中間純利益

前回発表予想 （Ａ）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

8,607 810 750 497 46.60

実績値（Ｂ） 8,636 1,132 1,076 732 68.53

増減額（Ｂ－Ａ） 28 321 326 234 －

増減率（%） 0.3 39.6 43.5 47.1 －

（ご参考）前期実績

（2026 年２月期中間期）
7,101 616 571 343 32.14

差異の理由

売上高では、機械装置等セグメントで 22 百万円の減収も金型セグメントで 11 百万円、放電加工・表面処理セグメ

ントで 39 百万円の増収となり、全体で 28 百万円の増収となりました。営業利益では、金型セグメントで２百万円の

減益も機械装置等セグメントで 12 百万円、放電加工・表面処理セグメントで 173 百万円の増益に加え、先行採用や

研究開発の効率的な運用により全社費用が低減したことで、営業利益全体で 321 百万円の増益となりました。経常利

益以下は営業利益の増加によるものです。
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２．2027 年２月期通期 連結業績予想の修正（2026 年３月１日～2027 年２月 28 日）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属

する当期純利益

１株当たり

当期純利益

前回発表予想 （Ａ）

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

16,719 1,436 1,317 866 81.13

今回修正予想 （Ｂ） 17,067 1,832 1,715 1,151 107.80

増減額（Ｂ－Ａ） 347 395 398 284 －

増減率（%） 2.1 27.5 30.2 32.9 －

（ご参考）前期実績

（2026 年２月期）
14,312 1,122 1,038 823 77.07

修正の理由

2027 年２月期通期連結業績予想につきましては、第２四半期（中間期）の業績予想と実績との差異に加え、第３四

半期以降に予想される市場状況等を考慮した結果、通期業績予想を修正いたしました。

３．期末配当予想の修正（増配）

年間配当金

第２四半期末 期 末 合 計

前 回 予 想

（2026 年４月７日発表）
20 円 00 銭 20 円 00 銭

今 回 修 正 予 想 25 円 00 銭 25 円 00 銭

当 期 実 績 0 円 00 銭

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績

（ 2 0 2 6 年 ２ 月 期 ）
0 円 00 銭 18 円 00 銭 18 円 00 銭

修正の理由

通期業績予想の上方修正等を踏まえ、１株当たり期末配当金を前回予想 20 円から 25 円に修正するものです。

※業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき、当社において判断したものであり、実際の業績等

は様々な要因により予想数値と異なる可能性があります。開示すべき重要な事項が発生した場合には速やかにお

知らせいたします。

以上


